
１
２
３

４

５
６ ７

１
２
３
４
５

６
７

８

８

９

９

１０ １０１１

１１

１２
１３

１３

１４ １２
１４

１５

１５

１６ １６

１７

１７

１８ １８
１９

１９

２０
２０

２１

２１

２２

２２

２３

２３

２４

２４

２５

２５

２６

２６

２７

２７

２８

２８

２９

２９

３０

３０

３１

３１

３２

３２

３３

３３

３４

３４

３５

３５

３６

３６

３７

３７
３８３８

３９

３９
４０

４０

４１

４１

４２

４２

４３

４３

４４

４４

４５

４５

４６

４６

４７

４７

４８

４８

４９

４９

５０

５０ ５１

完成状態の正面図（前からみたところ） 完成状態の側面図（横からみたところ）
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注）点線は部品のみえないところを示しています。
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５１（この部品は同じ回転）

１．この角（矢印を合わして下さい）を中心に約５度ずつ回転させながら，

（ひとつずつ切り抜きながら張った方がやりやすいでしょう。）

先のとがった，ピンセットを使って，段ボ－ル紙を，互いに，はさむように，張り付けると，しっかり接着出来ます。

２．完成状態の正面図と側面図を参考にして下さい。

（着色する前に，クリア－ラッカ－を軽く全体に吹き付けると，耐水性がついて，形が崩れにくくなります。

切り抜いた各部品を，接着剤（木工用ボンド）で，番号順に張り合わせて下さい。

３．全て組み立て終わったら，アクリルカラ－で，好みの色に塗って仕上げて下さい。

各部品を先に塗っておく方法もありますが，これは手間がかかります。その場合は部品の番号部を塗り残しておくと，組み立ての時に楽です。

各部品の外形を、カッターナイフと定規で、丁寧に切り取って下さい。
（定規はステンレススチール製が使い易いです。）

注）段ボール紙を崩さない用に、良く切れる刃を使うのがこつです。

注）傷を付けても良いようなゴムマットや合板等を下敷きにして切り抜いて下さい。

このキットは刃物や紙の扱いなどに習熟を必要とする工芸品です。
時間と根気を要します。慣れれば、他の素材や形の変化等を
ユーザーが工夫する事も可能です。

各部品を切り取る前に組み立て方法を良く読んで下さい。

段ボール紙の積造形・つちのこ組立キット（組立方法） 
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